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【目的】当院が新病院に移転し業務を開始した19
86年から1987年にかけて、薬剤部医薬情報室に対
する問い合わせ件数は、1985年以前に比べて増加
傾向にあり、1987年（月平均535件）の問い合わせば、
1986年（月平均328件）の約1．6倍であった。その内
容の分析を行なった結果、（1）医薬品の常備の有無、
（2）用法・用量、（3）成分・含量、（4）薬効・薬理・
適用に関すること、（5）コンピューターのコード番
号などの問い合わせが上位を占めていた。
　我々は、問い合わせ件数の増加は情報不足が原
因と考え、医薬品の積極的な情報提供を行なうべ
く10年間中断していた医薬品集の発行を1989年に
再開した。医薬品集は、その後2年に一度、改訂
版の発行を行なっており、その有用性を検討した。
【結果】医薬品集は、成分・含量、薬効・薬理・
適用、用法・用量、投与禁忌、副作用、相互作用
のほかオーダリングに必要なコード番号が収載さ
れている。
　1989年第2版発行の前年の1988年の問い合わせ
件数は月平均560件であったが、発行後の1989年は
月平均447件に減少した。特に、減少した件数の内
訳についてみると、その大半を医薬品集で情報を
得ることの出来る内容が占めた。
　また、1989年以来、繰り返し行なってきた医薬
品集の発行前後6ヵ月の問い合わせ内容の調査結
果では、医薬品集で情報提供を行なった内容及び
医薬品集をみることによって確認できる常備薬品
の有無に関する問い合わせの件数は、1989年の発
行の前では51．4％を占めていたものが発行後は39．
5％に減少した。その後、1990年は発行前が39．3％、
発行後が37．4％、1992年は発行前が36．4％、発行後
が32．9％、1994年は発行前が33．2％、発行後が27．6
％と発行のたびごとに占有率が減少してきており、
明らかに医薬品集の発行が問い合わせ件数に影響
を与えてきたことが確認できた。
【考察】1989年の発行の前年、1988年には月平均
で560件であった問い合わせ件数もその後、医薬品
集の再発行とともに年々減少し、1994年では月平
均319件になった。その件数減少は、医薬品集を発
行することにより医薬品情報の一部を提供したこ
とが貢献しているといえる。そして、医薬品集の
一定期間での再発行は、医薬品の情報提供上、必
要な業務であると考えられる。
【目的】従来、薬剤部から病棟への注射薬払い出
しは、主に箱渡し制を採用していたが、平成5年
5月より注射処方せんによる注射薬払い出し（以
下注射処方せん制）を実施、段階的に対象病棟を
19病棟まで拡大した。今回、我々は注射処方せ
ん制の大きな利点の一つである経済的効果という
観点から検討を加えたので報告する。
【方法】薬剤部及び病棟の注射薬在庫量について
箱渡し制により病棟へ注射薬の払い出しを行って
いた平成5年3月末時点と注射処方せん制に移行
した平成6年3月末時点（この時点では15病棟
実施）の棚卸しデータをもとに解析を行った。
【結果】薬剤部の注射薬在庫については、品目数
数量共にほとんど変化はみられなかったが、在庫
金額は約10％の減少となった。また、注射処方
せん制実施病棟の注射薬在庫は、平均で品目数2
4％減少、数量53％減少、金額に於いては実に
65％の大幅な減少となった。
【考察】院内の注射薬在庫（特に病棟在庫）が、
品目数、数量共に大幅に減少したことにより、病
棟におけるデッドストックが減少した。また、従
来病棟常備としていた抗悪性腫瘍剤等を注射処方
せん制実施に伴い病棟常備としないことにより、
在庫金額が大幅に減少した。その他、注射薬が使
用直前まで薬剤部で管理されることにより、品質
管理面だけでなく期限切れ注射薬の発生を未然に
防ぐことが出来るようになった。さらに、注射処
方せん制により、レセプト請求すなわち料金徴収
が確実になった。
　以上のことより、注射処方せん制の実施は注射
薬の品質管理面、経済管理面から優れたシステム
であることが示唆された。
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